
（別添）  整理番号 H24－ 14 

 
《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

 
事 業 名 砂防事業（火山砂防事業） 地区名等 茂市沢 

 
【費用対効果の算定内容】 
 
1． 費用対効果の算定根拠 

 算定については、「土石流対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 12 年 2 月 建設省河川局砂防

部）によった。本マニュアルにおいては、便益(B)は被害軽減便益・人命保護便益とし、整備に係る事業費を

費用(C)として評価するものである。 
 
 

2． 事業全体の投資効率性 
1) 土石流対策に要する費用 

○ 総費用(C)=792 百万 
○ 総費用算出根拠 

土石流対策に要する費用（事業費）を年度別に設定し、現在価値化したもの。 
事業費 650 百万円 
現在価値 792 百万円 

 
2) 土石流対策による便益 

○ 総便益(B)=1,251 百万 
○ 総便益算出根拠 

 土石流による被害が被害想定区域内に及ぶものとして、その一般資産被害軽減額・公共土木施設

等被害軽減額・人的被害軽減額等を算出し、それぞれ現在価値化したものの合計を総便益とする。

なお、便益は事業投資額に比例して事業初年度から発生し、整備後 50 年間発生するものとする。 
（単位：百万円）

一般資産被害軽減額 公共土木施設等被害軽減額 人的被害軽減額 
合計 

人家 事業所 耕地 道路 公益施設 人的被害 
782  ― 4 43 206 216 1,251 

 
 
 
【費用対効果分析の結果】 
 
Ｂ／Ｃ（再評価時点）＝1,251 百万円／ 792 百万円 ＝ 1.58 
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（
1
／

3
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

１
　
土

地
・
植

生
の

改
変

（
造

成
、
敷

地
整

備
）
段

階
で
の

環
境

配
慮

■
（
１
）
農

林
地

等
の

緑
地

や
植

生
の

改
変

に
係

る
環

境
配

慮

■
・

施
工

時
は

植
生

の
伐

採
を

最
小

限
と

し
、

施
工

後
は

積
極

的
に

復
元

を
図

る
。

■
・

残
存

緑
地

は
な

い
が

、
樹

木
・

樹
林

の
周

縁
の

踏
み

固
め

等
に

は
十

分
注

意
を

す
る

。

■
・

伐
採

等
は

必
要

最
小

限
と

し
、

樹
木

・
樹

林
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

■
・

間
伐

材
等

の
発

生
材

は
、

再
資

源
化

施
設

に
搬

入
し

、
有

効
利

用
を

図
る

。

■
・

砂
防

施
設

を
計

画
す

る
に

あ
た

り
、

最
小

断
面

に
て

計
画

し
、

改
変

の
影

響
範

囲
を

最
小

限
に

す
る

。

■
・

伐
採

等
は

必
要

最
小

限
と

し
、

樹
木

・
樹

林
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

■
（
２
）
地

形
や

地
盤

の
改

変
に
係

る
環

境
配

慮

■
・

砂
防

え
ん

堤
及

び
管

理
用

道
路

の
計

画
を

す
る

に
あ

た
り

、
改

変
の

影
響

範
囲

を
最

小
限

に
し

、
施

工
時

に
お

い
て

も
十

分
配

慮
す

る
。

■
・

植
生

前
の

埋
戻

し
土

及
び

植
生

袋
の

中
詰

土
に

て
再

利
用

を
図

る
。

■
・

表
土

の
露

出
箇

所
は

基
本

的
に

植
生

に
て

対
応

す
る

。

■
・

施
工

中
に

は
土

砂
の

流
出

対
策

を
図

り
、

表
土

崩
落

が
懸

念
さ

れ
る

箇
所

に
お

い
て

は
植

生
に

て
対

応
す

る
。

■
・

施
工

時
期

を
考

慮
し

な
が

ら
、

法
覆

工
に

て
対

応
す

る
。

□
・

□
・

□
・

□
・

■
・

施
工

時
に

は
、

水
質

汚
濁

等
の

対
策

を
図

り
、

局
部

的
な

湧
水
箇

所
に

つ
い

て
は

、
暗

渠
排

水
等

に
よ

り
処

理
し

、
周

辺
の

影
響

を
最

小
限

に
す

る
よ

う
対

応
す

る
。

地
形
の

改
変

に
伴

う
土

砂
流

出
に

よ
る

河
川

や
湖

沼
、

海
等

の
水

質
汚

濁
の

防
止

や
適

切
な

沈
泥
池

や
緑

地
な

ど
の

緩
衝

地
の
確

保
、

地
表

面
の

露
出

放
置

の
防

止
と

早
急

な
植

栽
や

緑
化

対
策

な
ど

に
努

め
る

。

表
土
の

流
出

防
止

や
土

砂
災

害
防

止
の

た
め

、
雪

解
け

時
期

や
豪

雨
・

長
雨

の
時

期
に

お
け

る
地

形
改

変
や

表
土

の
露

出
放

置
な

ど
は

で
き

る
だ

け
避

け
る

。

残
存
緑

地
や

樹
木

・
樹

林
な

ど
の

周
縁

の
植

生
の

保
全

と
確

保
に

配
慮

す
る

。

植
生
の

改
変

や
農

林
地

等
の

緑
地

の
改

変
に

当
た

っ
て

は
、

植
生

や
緑

地
が

持
つ

水
源

か
ん

養
、

表
土

保
全

、
災

害
防

止
な

ど
の
多

面
的

機
能

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

な
植

栽
や

緑
化

な
ど

の
代

替
措

置
に

努
め

る
。

間
伐
な

ど
に

よ
っ

て
発

生
し

た
林

地
残

材
の

有
効

利
用

や
計

画
地

内
緑

地
な

ど
に

お
け

る
小

動
物

の
生

息
場

所
へ

の
活

用
な

ど
に
努

め
る

。

地
形
の

改
変

に
当

た
っ

て
は

、
表

土
の

保
全

と
活

用
に

配
慮

し
、

表
土

の
一

時
貯

留
と

保
育

、
計

画
地

内
で

の
公

園
や

緑
地

な
ど
の

植
栽

空
間

へ
の

活
用

に
努

め
る

。

埋
蔵
文

化
財

包
蔵

地
で

あ
る

場
合

は
、

そ
の

土
地

の
保

護
・

保
全

に
配

慮
す

る
。

野
外
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
の

整
備

、
農

地
や

草
地

開
発

等
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
で

き
る

だ
け

自
然

地
形

を
活

用
し

た
利

用
計

画
と

し
、

地
域

の
自

然
景

観
や

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

流
通
団

地
や

工
業

団
地

、
大

規
模

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

等
の

大
規

模
造

成
工

事
の

実
施

に
当

た
っ

て
は
、

小
区

画
ご

と
に

順
次

実
施
し

、
造

成
地

の
安

定
と

緑
地

や
植

栽
の

育
成

に
努

め
る

。

造
成
な

ど
に

よ
り

、
大

規
模

な
法

面
や

擁
壁

が
生

じ
な

い
よ

う
に

十
分

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

緑
化

や
擁

壁
等

の
多

自
然
型

工
法

な
ど

に
努

め
る

。

地
盤
の

掘
削

、
軟

弱
地

盤
地

で
の

地
盤

安
定

化
の

た
め

の
地

下
水

の
排

水
、

流
路

の
遮

断
、

地
盤
凝

固
剤

の
注

入
な

ど
を

行
う
場

合
に

は
、

周
辺

地
域

で
の

地
盤

沈
下

や
地

下
水

汚
染

な
ど

の
防

止
に

配
慮

す
る

。

第
三
次
青
森
県
環
境
計
画

改
変
計

画
地

内
に

生
育

す
る

希
少

種
や

貴
重

種
、

巨
樹

・
巨

木
林

、
自

然
植

生
、

湿
原

、
景

観
木

・
花

木
な

ど
を

良
好

な
環

境
資
源

と
し

て
と

ら
え

、
そ

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

改
変

せ
ざ

る
を

得
な

い
場

合
に

は
、

改
変

区
域

内
の

植
栽

空
間

な
ど
へ

の
移

植
に

配
慮

す
る

。
ま

た
、

移
植

に
当

た
っ

て
は

、
表

土
の

保
全

と
一

体
的

な
生

育
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

冬
期
や

豪
雨

・
長

雨
の

時
期

に
は

、
表

土
保

全
や

表
土

流
出

防
止

な
ど

の
観

点
か

ら
、

大
規

模
な

樹
木

の
伐

採
や

地
表

植
物

の
改

変
な

ど
を

で
き

る
だ

け
避

け
る

。

人
工
林

の
伐

採
に

当
た

っ
て

は
、

水
源

か
ん

養
や

表
土

保
全

、
大

気
浄

化
な

ど
の

多
面

的
機

能
の

維
持

・
増

進
に

配
慮

す
る

と
と
も

に
、

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
確

保
等

の
観

点
か

ら
特

に
必

要
な

場
所

に
つ

い
て

は
落

葉
広

葉
樹

林
等

の
育

成
な

ど
、

人
工

林
の

混
交

林
、

複
層

林
化

に
努

め
る

。

（土
地
の
改
変
な
ど
の
敷
地
整
備
や
建
築
・建

設
段
階
）

（
事
業
名
　
　
茂
市
沢
火
山
砂
防
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

地
形
の

改
変

に
当

た
っ

て
は

、
自

然
地

形
を

生
か

す
よ

う
に

工
夫

し
、

で
き

る
だ

け
改

変
規

模
の

低
減

に
努

め
る

と
と

も
に
、

地
形

が
果

た
し

て
き

た
水

資
源

保
全

、
気

候
調

節
、

景
観

形
成

な
ど

の
役

割
に

配
慮

し
、
そ

れ
ら

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

る
。

表
土
の

露
出

放
置

に
よ

る
土

ぼ
こ

り
な

ど
の

影
響

を
で

き
る

だ
け

低
減

す
る

よ
う

努
め

る
。

開
発
事
業
等
に
お
け
る
環
境
配
慮
指
針
チ
ェ
ッ
ク
表
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チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

（
事
業
名
　
　
茂
市
沢
火
山
砂
防
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

■
・

他
工

事
か

ら
の

搬
入

土
砂

は
利

用
せ

ず
、

現
場

内
に

て
発

生
す

る
土

砂
を

流
用

す
る

。

■
（
３
）
水

系
や

水
辺

の
変

更
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

■
・

流
路

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

は
な

く
、

カ
ゴ

マ
ッ

ト
等

の
自

然
石

を
利

用
し

た
工

法
を

採
用

す
る

。

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

■
・

周
辺

の
景

観
及

び
環

境
に

配
慮

し
た

、
材

料
、

施
工

方
法

に
て
対

応
す

る
。

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

■
（
５
）
敷

地
整

備
段

階
で
の

重
機

の
使

用
に
係

る
環

境
配

慮

■
・

低
騒

音
、

低
振

動
、

排
ガ

ス
規

制
対

策
型

の
重

機
を

使
用

し
、

周
辺

の
生

活
環

境
や

野
生

動
物

の
生

育
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
を

考
慮

す
る

。

■
・

低
騒

音
、

低
振

動
、

排
ガ

ス
規

制
対

策
型

の
重

機
を

使
用

し
、

野
生

動
物

の
繁

殖
時

期
を

工
事

工
程

に
て

考
慮

す
る

。

■
・

工
事

時
期

及
び

天
候

を
考

慮
し

、
散

水
処

理
に

て
対

応
す

る
。

水
位
の

変
動

に
伴

う
湖

岸
の

侵
食

、
表

土
の

露
出

な
ど

、
生

態
系

や
自

然
景

観
へ

の
影

響
に

配
慮
す

る
。

多
様
な

湖
岸

環
境

の
保

全
と

創
出

、
中

洲
や

浮
島

な
ど

の
造

成
に

よ
り

、
水

辺
の

自
然

環
境

の
向

上
や

水
質

浄
化

な
ど

に
努

め
る
。

植
生
の

伐
採

、
地

形
や

地
盤

の
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

の
重

機
の

使
用

に
伴

う
排

ガ
ス

や
騒

音
・

振
動

が
周

辺
の

生
活

環
境

や
野

生
動

物
の

生
息

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

の
防

止
に

努
め

る
。

大
規
模

施
設

な
ど

の
建

築
に

当
た

っ
て

は
、

水
辺

か
ら

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
た

建
築

物
の

配
置
や

デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
工

夫
に
努

め
る

。

水
辺
の

自
然

環
境

や
緑

地
の

保
全

と
浄

化
機

能
の

向
上

、
流

水
や

落
水

の
有

す
る

水
質

浄
化

機
能
な

ど
の

保
全

に
努

め
る

。

瀬
や

淵
、

落
水

、
河

川
敷

な
ど

、
多

様
な

河
川

環
境

を
持

つ
水

環
境

の
再

生
や

創
出

に
努

め
、
魚

類
な

ど
の

野
生

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
保

全
と

創
造

に
努

め
る

。

地
域
の

自
然

や
河

川
環

境
に

適
し

た
多

自
然

川
づ

く
り

な
ど

に
よ

り
、

身
近

に
自

然
と

ふ
れ

あ
え

る
場

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も
に

、
橋

梁
な

ど
の

設
置

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
の

景
観

に
配

慮
す

る
。

ダ
ム
な

ど
の

大
規

模
な

水
面

を
持

っ
た

池
や

湖
沼

を
造

成
す

る
場

合
に

は
、

流
量

や
水

質
、

河
川
の

水
温

や
周

辺
気

温
の

変
化
、

土
砂

の
流

出
な

ど
、

地
域

の
自

然
環

境
へ

の
影

響
に

配
慮

す
る

。

尾
根
筋

な
ど

の
分

水
界

や
源

流
域

の
改

変
は

で
き

る
だ

け
避

け
、

改
変

す
る

場
合

で
も

、
極

力
自

然
地

形
を

生
か

す
よ

う
に

配
慮
す

る
。

道
路
等

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

ト
ン

ネ
ル

化
や

オ
ー

プ
ン

カ
ッ

ト
な

ど
に

伴
う

伏
流

水
や

地
下
水

の
保

全
と

流
路

の
分

断
防

止
に

努
め

る
。

水
辺
の

自
然

環
境

の
分

断
防

止
に

努
め

、
連

続
性

の
確

保
と

創
出

に
配

慮
す

る
。

盛
土
や

埋
土

を
行

う
場

合
に

は
、

搬
入

す
る

土
砂

の
性

状
な

ど
に

十
分

配
慮

し
、

地
下

水
汚

染
物
質

な
ど

が
含

ま
れ

る
土

砂
等
の

使
用

を
避

け
る

と
と

も
に

、
地

下
水

や
環

境
汚

染
の

防
止

に
努

め
る

。

低
騒
音

・
防

振
機

器
の

活
用

、
遮

音
壁

な
ど

の
設

置
、

野
生

動
物

の
繁

殖
時

期
に

お
け

る
重

機
の

使
用

抑
制

な
ど

に
努

め
る
。

重
機
に

よ
る

地
形

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
は

、
適

切
な

散
水

な
ど

に
よ

り
土

ぼ
こ

り
の

発
生

防
止
に

努
め

る
。

河
道
の

変
更

や
新

水
路

の
設

置
を

行
う

場
合

に
は

、
下

流
で

の
流

況
や

自
然

環
境

へ
の

影
響

に
配

慮
す

る
。

地
域
の

水
循

環
を

保
全

す
る

た
め

、
河

道
か

ら
の

地
下

浸
透

機
能

や
伏

流
水

の
確

保
及

び
保

全
に

適
切

に
配

慮
し

た
護

岸
や

河
床
の

整
備

に
努

め
る

。

堰
や

堤
防

、
落

差
工

な
ど

の
設

置
に

よ
り

河
川

流
路

を
遮

断
す

る
場

合
は

、
魚

類
な

ど
の

水
生
生

物
の

遡
上

や
移

動
を

妨
げ

な
い
よ

う
魚

道
の

設
置

な
ど

に
努

め
る

。

埋
立
て

な
ど

の
水

面
開

発
や

養
殖

施
設

の
設

置
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

水
質

汚
濁

の
防

止
に

配
慮
し

、
地

域
の

良
好

な
水

辺
景

観
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

伏
流
水

等
の

流
動

や
自

然
排

水
な

ど
自

然
状

態
で

の
水

循
環

の
保

全
や

用
水

の
確

保
等

に
努

め
る
。
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（
3
／

3
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

（
事
業
名
　
　
茂
市
沢
火
山
砂
防
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

■
（
６
）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に
係

る
環

境
配

慮

■
・

現
場

発
生

土
は

流
用

土
と

し
て

現
場

内
で

利
用

し
、

地
域

外
へ

の
土

砂
の

搬
出

を
減

少
さ

せ
て

い
る

。

■
・

地
域

外
へ

の
搬

出
を

減
少

さ
せ

て
い

る
。

■
・

地
域

外
か

ら
の

搬
入

を
減

少
さ

せ
て

い
る

。

■
（
７
）
廃

棄
物

処
理

等
へ

の
配

慮

■
・

再
資

源
化

施
設

へ
搬

入
し

、
適

正
に

処
理

す
る

。

□
・

土
地
の

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
は

、
地

域
内

か
ら

地
域

外
へ

の
土

砂
の

搬
出

入
の

抑
制

に
努

め
る
。

表
土
や

植
物

を
他

地
域

へ
搬

出
す

る
場

合
は

、
搬

入
地

で
の

生
態

系
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

す
る
。

建
築
物

等
の

解
体

に
伴

う
建

設
廃

材
な

ど
は

で
き

る
だ

け
リ

サ
イ

ク
ル

に
努

め
、

リ
サ

イ
ク

ル
で
き

な
い

廃
棄

物
は

適
正

に
処

理
す

る
。

搬
入
す

る
土

砂
な

ど
に

含
ま

れ
る

土
壌

汚
染

物
質

の
有

無
を

確
認

す
る

な
ど

、
改

変
地

域
及

び
周

辺
地

域
の

地
下

水
や

土
壌

へ
の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

地
形
改

変
等

に
伴

っ
て

発
生

す
る

抜
根

な
ど

は
適

正
に

処
理

す
る

。
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茂市沢　火山砂防事業
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（計画付替道路）

3

構
造
物
Ｃ
. Ｌ

測
量
Ｃ
. Ｌ

砂防基準点
流域面積 1.57km2
現況整備率 8.1％
計画整備率 80.9％

被害想定範囲

保全人家：21戸

国道104号
（県の第2次緊急輸送路）

熊原川

計画1号砂防えん堤

計画2号砂防えん堤

茂市担手センター
（避難場所）

N

計画２号砂防えん堤構造図

茂市沢

位 置 図
全体計画平面図

流　　域

渓　　流

幹　　川

砂防施設
（既設）

砂防施設
（計画）

砂防施設
（将来計画）

治山施設

被害想定範囲

凡　　例

Ｈ２２まで

Ｈ２３施工

Ｈ２４施工予定

Ｈ２５以降

他事業施工

凡　　例

計画１号砂防えん堤
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全 景 写 真

国道１０４号
（県の第２次緊急輸送路）

被害想定範囲

保全人家：21戸

計画1号砂防えん堤

計画2号砂防えん堤

熊原川

茂市担手センター

保全人家：21戸及び国道104号 保全対象：茂市担い手センター（避難場所）

荒廃状況

H11近隣箇所での土石流災害（三戸町沼ノ沢川）保全人家：21戸

荒廃状況
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